






日本でここだけ“えつ” 

わがまちの
筑後川・花宗川

第18回 大川市

　大川市は昭和29年4月1日に1町5村が合併し誕生しました。「大川」とは筑後川を指します。本市は
木工業が盛んですが、地域の歴史と産業、文化は常に筑後川とその支流である花宗川とともにありまし
た。川と大きなかかわりのある大川市を紹介します。

　大川市のランドマークは何と言っても筑後川昇開
橋です。
　昭和10年に旧国鉄佐賀線の敷設とともに架設さ
れた東洋一の可動橋ですが、当時は筑後川の水運も
盛んなころでした。明治から昭和の前期に栄えた港
町若津には大型船舶が行き来したため、旧国鉄佐賀
線筑後川橋梁は大型船舶の航行を可能にする必要が
ありました。そこで考え出されたのがこの昇開式可
動橋です。全長507mの橋梁の中央の可動桁は
23mの高さまで上昇し、大型船が自在に通過でき
ます。

　昭和63年に佐賀線が廃止された後は遊歩道として整備され一般に開放されており、大川市の新しい観光ス
ポットしても注目を浴びています。
　筑後川昇開橋は国指定重要文化財であるとともに、平成19年、日本機械学会から機械技術発展史上重要な成
果を示すものとして、東海道新幹線0系電動客車、旅客機YS11、カブ号本田自動車補助エンジンなどととも
に「機械遺産」に認定されました。

　筑紫次郎の異名を持ち、日本三大暴れ川の一つである筑後川の下流は有明海の潮の干満の影響を大きく受け
ます。干満の差は最大で約6メートルもあり、そのバックウォーターは約20キロメートル上流までさかのぼり
ます。
　花宗川は八女市の矢部川花宗堰から取水し、大川市で筑後川に合流するまで南筑後平野の田畑を潤すために
江戸時代に開削された半人工の河川です。河口近くは筑後川と同じく潮の満ち引きがあり、昭和前半期までは
船舶の航行がありました。
　また、日田から筑後川を流されてきた杉筏の多くはこの花宗川に引き込まれ、水揚げされました。このた
め、以前は花宗川河口付近に製材所や木材市場が立ち並んでいました。木工業を支える原動力となった河川で
あり、今なお「えつ」「天然うなぎ」「博多あまおう」など豊かな恵みをもたらしています。

　若津港は、今から260余年前の江戸時代、宝暦年間に久留米藩によって開
かれ、筑後地方の海の玄関口として背後の広大な穀倉地帯の米や麦、日田地方
の木材の積出港として大いに繁栄してきました。
　しかし、若津港のある有明海の潮の干満の影響を受ける筑後川下流は泥土の
堆積がひどく、特に明治以降は船舶も大型化したため、泥土の堆積は船舶航行
の支障となってきました。
　そこで明治政府の内務省はオランダ人技師デ・レーケを招き、筑後川を調査
させ、導流堤を築きました。筑後川の中心部分に全長約6kmにわたって石垣
が築かれており、川の流れを一定方向に導くことにより川底に泥土が堆積する
ことを防ぎ、船舶の安全な航行を助けています。完成から100年以上経ちま
すが、現在もその役割を果たしています。

　えつは有明海にだけ生息し、産卵のため筑後川にのぼるカタクチイワシ科の
魚です。あっさりとしており、刺身はもちろん塩焼き、煮付け、唐揚げ、南蛮
付け、姿寿司など料理は多彩です。鮮度が落ちるのが早いため地元でしか味わ
えません。5月から7月の漁解禁に合わせ、屋形船で取れたてを食する「えつ狩
り船」が登場します。川船で新鮮なえつ料理に舌鼓を打ちながらの船遊びは大
川の夏の風物詩として好評です。ぜひ、初夏の逸品をお楽しみください。

　若津港の近くには明治時代に建設された洋風建築物が
あります。当時の栄華を偲ぶものとして必見です。
　三潴銀行記念館は明治42年に三潴銀行の本店として
建築されました。この建築物は煉瓦造りで、外壁は石造
りを模したモルタル塗で、腰壁には徳山産御影石が積ま
れています。屋根は天然スレート（石板）魚鱗葺きで
す。各部屋の内装にはケヤキ材を贅沢に用いています。
　隣接して九州貨幣博物館も一般公開されています。ぜ
ひお立ち寄りください。

筑後川・花宗川と大川市

日田から流されてきた杉筏
「ななつ星 in 九州」の最高級客室を飾る大川組子

※写真はJR九州　「デラックススイート」

導流堤

明治の洋館　三潴銀行記念館

若津港と導流堤（デ・レーケ堤）

筑後川昇開橋（旧国鉄佐賀線筑後川橋梁）

筑後川・花宗川

三潴銀行記念館

筑後川

花宗川

佐賀県

熊本県

有明海

港町若津

筑後川昇開橋
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ふくおかの身近な

川とさかなを

知ろう!!

　淡水魚の愛好家や魚類・河川の研究者の間でバ

イブル的存在、山と渓谷社の「改訂日本の淡水

魚」は、現在、古本としてしか取り扱われておら

ず、しかも、定価の10倍くらいの価格上昇が起

こっているとか…。その淡水魚のカラー図鑑の中

には、ドジョウの産卵シーンの写真が掲載されて

います。水田か浅い湿地かで、オスとメスが巻き

つきながら産卵を行うシーンです。それを見る

と、ドジョウは田んぼの魚であることが想像させ

られます。

　ところが、九州大学大学院アクアフィールド科

学研究室が過去10年近く収集した淡水魚類の分布

データから、ドジョウの分布場所を抜き出すと、

先の想像とは少々異なる現象が見えてきます。典

型的な水田性魚類かと思いきや、ドジョウは川で

の出現頻度の方が高かった！ドジョウは水田の魚

なのか、それとも川の魚なのか？ちなみに、ド

ジョウの類似種で、河川の流水域に生息するの

は、シマシマ模様が美しいヤマトシマドジョウで

す（Vol.205で紹介済み）。いろいろな学術的知見

ドジョウは田んぼの魚？
や古い記録を見る限り、ドジョウの好きな環境は

止水的で泥の溜まった場所です。もしかして、九

大の魚類データの誤り？あるいは、漁獲方法に問

題があったとか？ちなみに、このドジョウの分布

データの蓄積に大いに貢献しているのは私自身

で、川でも水路でもドジョウを捕るのはとても得

意です。だからこそ、九州北部のドジョウの置か

れる現状が見えてくるのかもしれません。

　私の調査の中で、ドジョウがしばしば出現する

農業用水路と周囲の田んぼの様子をお見せしま

す。ひとつは上の田から下の田へと水が流れるよ

うな田越しの仕組み、そして、水路と田んぼの間

を障壁なく移動できるような仕組みが残ったよう

な場所。ドジョウが産卵のため、水路から田んぼ

へと簡単に移動できるのが、写真からお分かりい

ただけると思います。ちなみに、この場所の水路

と田んぼの間に見られる仕組みは、残念ながら圃

場整備（水田の区画整理）によって失われてしま

いました。もうひとつは、冬と夏で水位が大きく

異なる水路。その水路には素掘りの分水路が接続

していて、そこは冬に干上がり、夏に冠水しま

す。まるで湿地のように！この水路では、夏に冠

水し、湿地のように機能する場所に移動して、ド

ジョウは産卵しているに違いない！前者は水田

が、後者は分水路が湿地的な役割を果たし、ド

ジョウの産卵場所を提供しているのでしょう。最

近の農業用水路や水田にドジョウが見られないの

は、水田と水路の接続が悪くなったせいで、ド

ジョウの川での出現頻度が高い原因の一つだろう

と想像します。きっと、昔は田んぼにドジョウが

たくさんいて、川よりも水路の方が出現頻度が高

かったのではないでしょうか。

鬼倉徳雄 　さて、川ではどんな場所にドジョウが生息する

のでしょうか？コンクリート護岸で固められ、水

際に土（砂州）がないような場所で採集できたこ

とはありません。たとえ、コンクリートで護岸さ

れていても水際に砂州があり、その中に水たまり

やワンドがあって、ドジョウの産卵期には冠水

し、湿地のように機能する場所が必要です。農業

用水路であっても、川であっても、産卵に必要不

可欠な湿地的な環境が残される場所に、ドジョウ

は生息できるのです。昔は水田の典型的な魚、現

在の九州北部では川の魚！ドジョウが産卵できそ

うな湿地的機能が、水田地帯よりも川の方に多く

残されていることが、九州大学の分布調査データ

に表れているのでしょう。

　水田地帯からドジョウが姿を消している理由は

他にもあります。一般的な農業用水路では、用水

の利用が少ない冬場、水枯れを起こしやすい状況

にあります。それは、今も昔も同じなのですが、

最近の水路は3面コンクリート護岸を施しているた

め、底面の形状が一定であるため、水路内に水た

まりができません。昔の水路は、底面の形状がで

こぼこだったので、冬場

でもちょっとした水たま

りが形成され、そこに多

くの小魚が集まっていま

した。また、多くの圃場

整備で行われる乾田化も

ドジョウにとってはマイ

ナスです。今の田んぼ

は、畑地として利用しやすいように、水はけが良

い田んぼに整備されています。昔は、冬場の湿っ

た田んぼの中でドジョウが越冬していたそうで、

最近の乾田化された田んぼにはそういった機能も

ありません。ドジョウの立場で考えたとき、農業

生産の効率を上げるために行われた様々な施策

は、彼らの生息場を失わせる悪業だったと言える

でしょう。

　もちろん、私も人間として日本社会の中で暮ら

し、おいしい米を食べ、国産の麦で作ったパンを

食べているわけで、日本農業を支える農家の方々

に感謝する立場にあります。ただ、やはり田んぼ

の魚が姿を消すことに、残念さを感じるのも事実

です。最近の河川行政は、治水安全度を高めるた

めの河川工事を行う際、生物多様性を高めるため

の数々の工夫を行います。いわゆる多自然川づく

りです。河川法という法律で、景観や生態系への

配慮がしっかりと義務づけられています。農家の

方々に、「あなたの田んぼの隣の水路に棲んでい

るドジョウの保全と保護」をお願いするのは筋違

いであって、農業生産を高める施策と並行して、

田んぼの生き物を豊かにするための工夫を農村・

農地の整備に義務付けるような行政施策を講じな

ければ、世界各国で行われている生物多様性保全

の波に取り残されることでしょう。強い日本の農

業を目指すと同時に、田んぼの生物多様性を如何

にして保全すべきか、国レベルで検討していただ

きたい！

鬼倉 徳雄 （おにくらのりお）

●九州大学大学院農学研究院・助教
●日本魚類会自然保護委員会・希少魚類部会委員
●日本水環境学会九州支部・評議委員

【主な著書】
■有明海の生きものたち干潟・河口域の生物多様性
　（佐藤正典編）
■干潟の海に生きる魚たち有明海の豊かさと危機
　（日本魚類学会自然保護委員会編）
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